
(57)【要約】

【課題】　予期せぬ外力や予期できないアタック性の薬

剤の使用によっても係止部材が電子ラジアルアレイから

脱落する事態を防止することが可能な超音波内視鏡装置

を提供することを目的とする。

【解決手段】　電子ラジアルアレイ１１と、電子ラジア

ルアレイ１１に設けられる支え部材１２と、支え部材１

２が挿入される空洞と、電子ラジアルアレイ１１を覆う

ように取り付けられると共に超音波媒体が充填されるバ

ルーンの端部と係止する係止溝１３とが設けられる係止

部材１４と、液体状態から固体状態に転換する接着物質

により構成され、上記空洞に充填される充填部材１５と

を備えて超音波内視鏡装置を構成し、上記空洞内の液体

状態の充填部材１５内に支え部材１２が挿入され充填部

材１５が固体状態に転換されると支え部材１２が充填部

材１５に引っ掛かるように支え部材１２を形成し、且つ

、上記空洞内の液体状態の充填部材１５が固体状態に転

換されると充填部材が係止部材に引っ掛かるように上記

空洞を形成する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環 状 に 連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に
前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超 音 波 の 送 受 信 が 制 御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア
レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ に 設 け ら れ る 支 え 部 材 と 、
　 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ る 空 洞 と 、 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ
る と 共 に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン と 係 止 す る た め の 係 止 溝 と が 設 け ら れ る 係 止 部
材 と 、
　 液 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 換 す る 接 着 物 質 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 空 洞 に 充 填 さ れ る 充 填
部 材 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 空 洞 内 の 前 記 液 体 状 態 の 充 填 部 材 内 に 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ 前 記 充 填 部 材 が 固 体
状 態 に 転 換 さ れ る と 前 記 支 え 部 材 が 前 記 固 体 状 態 の 充 填 部 材 に 引 っ 掛 か る よ う な 形 に 、 前
記 支 え 部 材 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 空 洞 内 の 前 記 液 体 状 態 の 充 填 部 材 が 固 体 状 態 に 転 換 さ れ る と 前 記 固 体 状 態 の 充 填 部
材 が 前 記 係 止 部 材 に 引 っ 掛 か る よ う な 形 に 、 前 記 空 洞 が 形 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環 状 に 連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に
前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超 音 波 の 送 受 信 が 制 御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア
レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ に 設 け ら れ 、 前 記 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の あ る ２ つ の 断 面 積
及 び ／ 又 は 断 面 形 状 が 互 い に 異 な る よ う に 形 成 さ れ た 支 え 部 材 と 、
　 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ 、 前 記 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の あ る ２ つ の 断 面 積 及 び ／ 又 は
断 面 形 状 が 互 い に 異 な る よ う に 形 成 さ れ た 空 洞 と 、 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 覆 う よ う に
取 り 付 け ら れ る と 共 に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン と 係 止 す る た め の 係 止 溝 と が 設 け
ら れ る 係 止 部 材 と 、
　 液 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 換 す る 接 着 物 質 に よ り 構 成 さ れ 、 液 体 状 態 の と き に 前 記 空 洞
に 充 填 さ れ た 後 固 体 状 態 に 転 換 す る こ と に よ り 、 前 記 支 え 部 材 と 前 記 係 止 部 材 と を 接 着 さ
せ る と 共 に 、 前 記 支 え 部 材 及 び 前 記 係 止 部 材 と そ れ ぞ れ 引 っ 掛 か る よ う に し て 結 合 す る 充
填 部 材 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 支 え 部 材 は 、 先 端 側 の 前 記 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の 断 面 積 が 根 元 側 の 前 記 挿 入 軸
に 対 し て 垂 直 方 向 の 断 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音
波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 空 洞 は 、 底 部 側 の 前 記 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の 断 面 積 が 開 口 部 側 の 前 記 挿 入 軸 の
垂 直 方 向 の 断 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡
装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 支 え 部 材 は 、 １ つ 以 上 の オ ー バ ー ハ ン グ を も つ よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 空 洞 は 、 内 部 側 面 に １ つ 以 上 の オ ー バ ー ハ ン グ を も つ よ う に 形 成 さ れ て い る こ と を
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特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ４ 、 ま た は 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 支 え 部 材 は 、 側 面 に ネ ジ が 切 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 請 求 項 ３ 、 ま た は 請 求 項 ５ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 空 洞 は 、 内 部 側 面 に ネ ジ が 切 ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環 状 に 連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に
前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超 音 波 の 送 受 信 が 制 御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア
レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ に 設 け ら れ 、 側 面 に ネ ジ が 切 ら れ て い る 支 え 部 材 と 、
　 内 部 側 面 に 前 記 支 え 部 材 に 対 応 し た ネ ジ が 切 ら れ て い る 空 洞 と 、 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ
イ を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン と 係 止 す る た め の
係 止 溝 と が 設 け ら れ る 係 止 部 材 と 、
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 支 え 部 材 は 、 Ｘ 線 が 透 過 し 難 い 材 質 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 支 え 部 材 は 、 磁 性 体 が 含 ま れ る 材 質 に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波
内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ ～ ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 支 え 部 材 は 、 コ イ ル が 巻 き つ け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 コ イ ル は 、 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 電 子 的 に 選 択 す る た め の 信 号 線 が 集 め ら れ て
構 成 さ れ た ケ ー ブ ル 内 を 通 る コ イ ル 信 号 線 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視
鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環 状 に 連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に
前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超 音 波 の 送 受 信 が 制 御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア
レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ に 設 け ら れ 、 液 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 換 す る 接 着 物 質 に よ り
構 成 さ れ る 支 え 部 材 と 、
　 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ る 空 洞 と 、 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ
る と 共 に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン と 係 止 す る た め の 係 止 溝 と が 設 け ら れ る 係 止 部
材 と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 空 洞 内 の 前 記 液 体 状 態 の 接 着 物 質 内 に 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ 前 記 接 着 物 質 が 固 体
状 態 に 転 換 さ れ る と 前 記 支 え 部 材 及 び 前 記 固 体 状 態 の 接 着 物 質 が 前 記 係 止 部 材 に 引 っ 掛 か
る よ う な 形 に 、 前 記 空 洞 が 形 成 さ れ て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ ～ １ ４ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 支 え 部 材 は 、 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 電 子 的 に 選 択 す る た め の 信 号 線 が 集 め ら れ
て 構 成 さ れ た ケ ー ブ ル 内 を 通 る 紐 状 部 材 に よ り 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内
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視 鏡 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 超 音 波 内 視 鏡 装 置 に 関 し 、 特 に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て
環 状 に 並 べ ら れ て 構 成 さ れ た ア レ イ が 電 子 的 に ス キ ャ ン さ れ て 超 音 波 を 送 受 信 す る 超 音 波
内 視 鏡 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ ６ は 、 既 存 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ ６ に 示 す 超 音 波 内 視 鏡 装 置 １ ６ ０ は 、 接 続 部 １ ６ １ と 、 操 作 部 １ ６ ２ と 、 挿 入 部 １
６ ３ と を 備 え て 構 成 さ れ 、 挿 入 部 １ ６ ３ は 、 先 端 部 １ ６ ４ を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 接 続 部 １ ６ １ は 、 例 え ば 、 デ ィ ス プ レ イ な ど を 備 え る 表 示 装 置 に 接 続 さ れ 、 先 端 部
１ ６ ４ に 設 け ら れ た 超 小 型 カ メ ラ に よ り 撮 影 さ れ た 画 像 な ど が そ の デ ィ ス プ レ イ に 表 示 さ
れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 操 作 部 １ ６ ２ は 、 ユ ー ザ の 操 作 に よ り 、 挿 入 部 １ ６ ３ の 上 下 左 右 の 湾 曲 動 作 や 後 述
す る バ ル ー ン の 膨 張 ま た は 収 縮 の 動 作 な ど を 行 う 。
　 上 記 先 端 部 １ ６ ４ に は 、 上 記 超 小 型 カ メ ラ の 他 に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心
と し て 環 状 に 連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ た 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ が 備 え ら れ 、 電 子 ラ ジ ア
ル ア レ イ が 電 子 的 に ス キ ャ ン さ れ る こ と に よ り 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の う ち 所 定 の 超 音 波
振 動 子 が 選 択 さ れ 超 音 波 を 送 受 信 す る 。 ま た 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ が 受 信 し た 超 音 波 は 、
電 気 信 号 に 変 換 さ れ 上 記 デ ィ ス プ レ イ な ど に 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 上 記 先 端 部 １ ６ ４ に 備 え ら れ る ラ ジ ア ル ア レ イ と し て は 、 上 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ
イ 以 外 に 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 機 械 的 に ス キ ャ ン さ れ る メ カ ラ ジ ア ル ア レ イ も 存 在 す る
（ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ７ は 、 図 １ ６ に 示 す 破 線 枠 Ａ の 拡 大 図 で あ る 。
　 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 先 端 部 １ ６ ４ は 、 上 記 超 小 型 カ メ ラ や 照 明 な ど が 設 け ら れ る カ メ
ラ 部 １ ７ ０ と 、 上 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ な ど が 設 け ら れ る 超 音 波 部 １ ７ １ と を 備 え て 構 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 １ ８ は 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 １ ８ に 示 す 電 子 ラ ジ ア
ル ア レ イ は 、 各 超 音 波 振 動 子 が 環 状 に な る 前 の 状 態 を 示 し て い る 。
　 図 １ ８ に 示 す 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ は 、 圧 電 素 子 １ ８ １ と 、 電 極 １ ８ ２ と 、 第 １ 音
響 整 合 層 １ ８ ３ と 、 第 ２ 音 響 整 合 層 １ ８ ４ と 、 導 電 樹 脂 １ ８ ５ と 、 導 電 体 １ ８ ６ と 、 基 板
１ ８ ７ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 圧 電 素 子 １ ８ １ 、 電 極 １ ８ ２ 、 第 １ 音 響 整 合 層 １ ８ ３ 、 第 ２ 音 響 整 合 層 １ ８ ４ 、
導 電 樹 脂 １ ８ ５ 、 導 電 体 １ ８ ６ 、 及 び 基 板 １ ８ ７ は 、 共 通 に 設 け ら れ る 溝 １ ８ ８ に よ り 複
数 に 分 け ら れ 、 上 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ は 、 図 １ ８ に 示 す 状 態 か ら 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０
の 長 手 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 の 端 面 同 士 が 接 続 さ れ て 筒 状 に 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 筒 状 に
形 成 さ れ た 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ の 導 電 樹 脂 １ ８ ５ 側 の 開 口 部 に は 、 後 述 す る バ ル ー
ン の 端 部 を 係 止 す る た め の 係 止 部 材 が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 な お 、 上 記 非 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る 超 音 波 内 視 鏡 で は 、 メ カ ラ ジ ア ル ア レ イ を 覆 う キ ャ
ッ プ の 先 端 に 溝 が 設 け ら れ 、 そ の 溝 に バ ル ー ン の 端 部 が 係 止 す る 構 成 と な っ て い る 。
　 図 １ ９ は 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ に 取 り 付 け ら れ る 係 止 部 材 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 係 止 部 材 １ ９ ０ に は 、 バ ル ー ン の 端 部 を 固 定 す る た め の 係 止 溝 １
９ １ が 設 け ら れ て い る 。
　 図 ２ ０ は 、 バ ル ー ン の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ ０ に 示 す バ ル ー ン ２ ０ ０ は 、 ゴ ム な ど の 弾 性 体 に よ り 筒 状 に 構 成 さ れ 、 電 子 ラ ジ ア
ル ア レ イ １ ８ ０ を 覆 う よ う に 超 音 波 部 １ ７ １ に 取 り 付 け ら れ る 。
　 図 ２ １ は 、 バ ル ー ン ２ ０ ０ を 超 音 波 部 １ ７ １ に 取 り 付 け た と き の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 バ ル ー ン ２ ０ ０ は 、 一 方 の 開 口 部 の 端 部 が カ メ ラ 部 １ ７ ０ と 超 音
波 部 １ ７ １ と の 間 に 設 け ら れ る 係 止 溝 ２ １ ０ に 入 れ ら れ 、 他 方 の 開 口 部 の 端 部 が 係 止 溝 １
９ １ に 入 れ ら れ る こ と に よ り 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ を 覆 う よ う に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 そ し て 、 バ ル ー ン ２ ０ ０ が 超 音 波 部 １ ７ １ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 に お い て 、 バ ル ー ン ２
０ ０ 内 に 水 な ど の 超 音 波 媒 体 ２ １ １ を 充 填 す る と 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ の 周 囲 を そ
の 超 音 波 媒 体 ２ １ １ で 満 た す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 バ ル ー ン ２ ０ ０ に 超 音 波 媒 体 ２ １ １ を 充 填 す る こ と に よ り 、 電 子 ラ ジ ア ル
ア レ イ １ ８ ０ の 周 囲 を 超 音 波 媒 体 ２ １ １ で 満 た す こ と が で き る の で 、 食 道 な ど 超 音 波 媒 体
２ １ １ を 留 め て お く こ と が 難 し い 場 所 で の 超 音 波 診 断 や 超 音 波 治 療 を 行 い 易 く す る こ と が
で き る 。 ま た 、 体 内 の 狭 い 箇 所 に お い て は 、 バ ル ー ン ２ ０ ０ を 膨 ら ま せ る こ と に よ り 電 子
ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ と 人 体 と の 間 に 所 定 の 空 間 を つ く る こ と が で き る の で 、 超 音 波 診 断
や 超 音 波 治 療 を 行 い 易 く す る こ と が で き る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 （ 社 ） 日 本 電 子 機 械 工 業 会 、 改 訂 医 用 超 音 波 機 器 ハ ン ド ブ ッ ク Ｈ ａ ｎ ｄ
ｂ ｏ ｏ ｋ 　 ｏ ｆ 　 Ｕ ｌ ｔ ｒ ａ ｓ ｏ ｎ ｉ ｃ 　 Ｄ ｉ ａ ｇ ｎ ｏ ｓ ｔ ｉ ｃ 　 Ｅ ｑ ｕ ｉ ｐ ｍ ｅ ｎ ｔ ｓ
、 株 式 会 社 コ ロ ナ 社 、 １ ９ ９ ７ 年 １ 月 ２ ０ 日 、 １ １ ４ 頁
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 の よ う に 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ に 係 止 部 材 １ ９ ０ を 取 り 付 け
て 超 音 波 部 １ ７ １ を 構 成 す る 場 合 で は 、 た と え 、 強 い 接 着 力 を も つ 接 着 剤 に よ り 電 子 ラ ジ
ア ル ア レ イ １ ８ ０ と 係 止 部 材 １ ９ ０ と を 接 着 し て い て も 、 予 期 せ ぬ 物 理 的 ・ 化 学 的 ・ 電 気
的 な 影 響 に よ り 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ と 係 止 部 材 １ ９ ０ と の 接 合 部 に ダ メ ー ジ を 受 け
る と 、 係 止 部 材 １ ９ ０ が 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ ８ ０ か ら 脱 落 し て し ま う お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 で は 、 予 期 せ ぬ 外 力 や 予 期 で き な い ア タ ッ ク 性 の 薬 剤 の 使 用 に よ っ て も
係 止 部 材 が 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ か ら 脱 落 す る 事 態 を 防 止 す る こ と が 可 能 な 超 音 波 内 視 鏡 装
置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 で は 、 以 下 の よ う な 構 成 を 採 用 し た 。
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環
状 に 連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超
音 波 の 送 受 信 が 制 御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記
電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ に 設 け ら れ る 支 え 部 材 と 、 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ る 空 洞 と 、 前 記 電
子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン と
係 止 す る た め の 係 止 溝 と が 設 け ら れ る 係 止 部 材 と 、 液 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 換 す る 接 着

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-81764 A 2006.3.30



物 質 に よ り 構 成 さ れ 、 前 記 空 洞 に 充 填 さ れ る 充 填 部 材 と を 備 え 、 前 記 空 洞 内 の 前 記 液 体 状
態 の 充 填 部 材 内 に 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ 前 記 充 填 部 材 が 固 体 状 態 に 転 換 さ れ る と 前 記 支
え 部 材 が 前 記 固 体 状 態 の 充 填 部 材 に 引 っ 掛 か る よ う な 形 に 、 前 記 支 え 部 材 が 形 成 さ れ 、 前
記 空 洞 内 の 前 記 液 体 状 態 の 充 填 部 材 が 固 体 状 態 に 転 換 さ れ る と 前 記 固 体 状 態 の 充 填 部 材 が
前 記 係 止 部 材 に 引 っ 掛 か る よ う な 形 に 、 前 記 空 洞 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環 状 に
連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超 音 波
の 送 受 信 が 制 御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 子
ラ ジ ア ル ア レ イ に 設 け ら れ 、 前 記 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の あ る ２ つ の 断 面 積 及 び ／ 又 は
断 面 形 状 が 互 い に 異 な る よ う に 形 成 さ れ た 支 え 部 材 と 、 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ 、 前 記 挿
入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の あ る ２ つ の 断 面 積 及 び ／ 又 は 断 面 形 状 が 互 い に 異 な る よ う に 形 成
さ れ た 空 洞 と 、 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 超 音 波 媒 体 が
充 填 さ れ る バ ル ー ン と 係 止 す る た め の 係 止 溝 と が 設 け ら れ る 係 止 部 材 と 、 液 体 状 態 か ら 固
体 状 態 に 転 換 す る 接 着 物 質 に よ り 構 成 さ れ 、 液 体 状 態 の と き に 前 記 空 洞 に 充 填 さ れ た 後 固
体 状 態 に 転 換 す る こ と に よ り 、 前 記 支 え 部 材 と 前 記 係 止 部 材 と を 接 着 さ せ る と 共 に 、 前 記
支 え 部 材 及 び 前 記 係 止 部 材 と そ れ ぞ れ 引 っ 掛 か る よ う に し て 結 合 す る 充 填 部 材 と を 備 え る
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 支 え 部 材 は 、 先 端 側 の 前 記 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の 断
面 積 が 根 元 側 の 前 記 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の 断 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て
構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 空 洞 は 、 底 部 側 の 前 記 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の 断 面 積
が 開 口 部 側 の 前 記 挿 入 軸 の 垂 直 方 向 の 断 面 積 よ り も 大 き く な る よ う に 形 成 さ れ て 構 成 さ れ
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 支 え 部 材 は 、 １ つ 以 上 の オ ー バ ー ハ ン グ を も つ よ う に 形
成 さ れ て 構 成 さ れ て も よ い 。
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 空 洞 は 、 内 部 側 面 に １ つ 以 上 の オ ー バ ー ハ ン グ を も つ よ
う に 形 成 さ れ て 構 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 支 え 部 材 は 、 側 面 に ネ ジ が 切 ら れ て 構 成 さ れ て も よ い 。
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 空 洞 は 、 内 部 側 面 に ネ ジ が 切 ら れ て 構 成 さ れ て も よ い 。
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環 状 に
連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超 音 波
の 送 受 信 が 制 御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 子
ラ ジ ア ル ア レ イ に 設 け ら れ 、 側 面 に ネ ジ が 切 ら れ て い る 支 え 部 材 と 、 内 部 側 面 に 前 記 支 え
部 材 に 対 応 し た ネ ジ が 切 ら れ て い る 空 洞 と 、 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 覆 う よ う に 取 り 付
け ら れ る と 共 に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン と 係 止 す る た め の 係 止 溝 と が 設 け ら れ る
係 止 部 材 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 支 え 部 材 は 、 Ｘ 線 が 透 過 し 難 い 材 質 に よ り 形 成 さ れ て 構
成 さ れ て も よ い 。
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 支 え 部 材 は 、 磁 性 体 が 含 ま れ る 材 質 に よ り 形 成 さ れ て 構
成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 支 え 部 材 は 、 コ イ ル が 巻 き つ け ら れ て 構 成 さ れ て も よ い
。
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の コ イ ル は 、 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 電 子 的 に 選 択 す る
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た め の 信 号 線 が 集 め ら れ て 構 成 さ れ た ケ ー ブ ル 内 を 通 る コ イ ル 信 号 線 に 接 続 さ れ て 構 成 さ
れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環 状 に
連 続 し て 並 べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超 音 波
の 送 受 信 が 制 御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 備 え る 超 音 波 内 視 鏡 装 置 で あ っ て 、 前 記 電 子
ラ ジ ア ル ア レ イ に 設 け ら れ 、 液 体 状 態 か ら 固 体 状 態 に 転 換 す る 接 着 物 質 に よ り 構 成 さ れ る
支 え 部 材 と 、 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ れ る 空 洞 と 、 前 記 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ を 覆 う よ う に 取
り 付 け ら れ る と 共 に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン と 係 止 す る た め の 係 止 溝 と が 設 け ら
れ る 係 止 部 材 と を 備 え 、 前 記 空 洞 内 の 前 記 液 体 状 態 の 接 着 物 質 内 に 前 記 支 え 部 材 が 挿 入 さ
れ 前 記 接 着 物 質 が 固 体 状 態 に 転 換 さ れ る と 前 記 支 え 部 材 及 び 前 記 固 体 状 態 の 接 着 物 質 が 前
記 係 止 部 材 に 引 っ 掛 か る よ う な 形 に 、 前 記 空 洞 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 記 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 支 え 部 材 は 、 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 電 子 的 に 選 択 す
る た め の 信 号 線 が 集 め ら れ て 構 成 さ れ た ケ ー ブ ル 内 を 通 る 紐 状 部 材 に よ り 固 定 さ れ て 構 成
さ れ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 充 填 部 材 が 固 体 状 態 に 転 換 す る と 、 充 填 部 材 に よ り 支 え 部 材 と 係 止 部
材 と が 接 着 し 、 さ ら に 、 支 え 部 材 と 充 填 部 材 と が 引 っ 掛 か る よ う に し て 機 械 的 に 結 合 す る
と 共 に 、 係 止 部 材 と 充 填 部 材 と が 引 っ 掛 か る よ う に し て 機 械 的 に 結 合 す る の で 、 予 期 せ ぬ
外 力 や 予 期 で き な い ア タ ッ ク 性 の 薬 剤 の 使 用 等 に よ り 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ と 係 止 部 材 と の
間 に ダ メ ー ジ を 受 け て 支 え 部 材 ま た は 係 止 部 材 と 充 填 部 材 と の 間 の 接 合 部 の 強 度 が 低 下 し
て も 、 支 え 部 材 と 充 填 部 材 と が 機 械 的 に 結 合 さ れ 、 係 止 部 材 と 充 填 部 材 と が 機 械 的 に 結 合
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 支 え 部 材 ま た は 係 止 部 材 と 充 填 部 材 と の 間 の 接 合 部 の 強 度 が 低 下 し て も 、
係 止 部 材 、 充 填 部 材 、 ま た は 支 え 部 材 の い ず れ か が 破 壊 さ れ な い 限 り 、 支 え 部 材 と 係 止 部
材 と が 充 填 部 材 を 介 し て 機 械 的 に 結 合 し 続 け る の で 、 予 期 せ ぬ 外 力 や 予 期 で き な い ア タ ッ
ク 性 の 薬 剤 の 使 用 等 に よ り 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ と 係 止 部 材 と の 間 に ダ メ ー ジ を 受 け て も 、
係 止 部 材 が 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ か ら 脱 落 す る と い う 事 態 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 先 端 部 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 １ に
示 す 先 端 部 は 、 図 １ ６ に 示 す 超 音 波 内 視 鏡 装 置 １ ６ ０ の 先 端 部 １ ６ ４ に 相 当 す る 部 分 と す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ に 示 す 先 端 部 １ ０ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 が 挿 入 軸 を 中 心 と し て 環 状 に 連 続 し て 並
べ ら れ て 構 成 さ れ る と 共 に そ れ ら の 超 音 波 振 動 子 が 電 子 的 に 選 択 さ れ 超 音 波 の 送 受 信 が 制
御 さ れ る 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ に 設 け ら れ 、 略 Ｌ 字 状 、 す
な わ ち 、 先 端 部 に オ ー バ ー ハ ン グ が １ つ 形 成 さ れ て い る 支 え 部 材 １ ２ と 、 支 え 部 材 １ ２ が
挿 入 さ れ る 空 洞 と 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 超 音 波 媒
体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン と 係 止 す る た め の 係 止 溝 １ ３ と が 設 け ら れ る 係 止 部 材 １ ４ と 、 液
体 状 態 か ら 固 体 状 態 （ ま た は 略 剛 体 ） に 転 換 す る 接 着 物 質 に よ り 構 成 さ れ 、 上 記 空 洞 に 充
填 さ れ る 充 填 部 材 １ ５ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 支 え
部 材 １ ２ と の 接 続 方 法 は 、 例 え ば 、 接 着 、 リ ベ ッ テ ィ ン グ 、 ロ ウ 付 け （ 溶 接 や 半 田 付 け な
ど ） 、 か し め な ど 特 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 支 え 部 材 １ ２ と の
接 続 強 度 は 、 支 え 部 材 １ ２ 、 係 止 部 材 １ ４ 、 ま た は 充 填 部 材 １ ５ の 何 れ の 破 壊 強 度 と 比 較
し て も 、 同 等 か よ り 強 固 で あ る こ と が 望 ま し い 。 ま た 、 支 え 部 材 １ ２ の 側 面 に 形 成 さ れ る

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-81764 A 2006.3.30



オ ー バ ー ハ ン グ は 、 側 面 全 周 の う ち 全 周 ま た は 一 部 に 形 成 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。 ま た
、 支 え 部 材 １ ２ に 形 成 さ れ る オ ー バ ー ハ ン グ は 、 ２ つ 以 上 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 支 え
部 材 １ ２ に ２ つ 以 上 の オ ー バ ー ハ ン グ が 形 成 さ れ る 場 合 は 、 そ れ ら の オ ー バ ー ハ ン グ は 連
続 に 形 成 さ れ て も 、 断 続 に 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 支 え 部 材 １ ２ や 係 止 部 材 １ ４ の 電 子
ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ へ の 取 り 付 け 位 置 は 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ の 中 心 軸 上 で あ っ て も
、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ の 中 心 軸 以 外 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 支 え 部 材 １ ２ は 、 鉤 状 に
形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 支 え 部 材 １ ２ は 、 上 述 し た よ う に 、 略 Ｌ 字 状 に 形 成 さ れ て い る も の で あ っ て 、 上 記
空 洞 内 の 液 体 状 態 の 充 填 部 材 １ ５ 内 に 支 え 部 材 １ ２ が 挿 入 さ れ 充 填 部 材 １ ５ が 固 体 状 態 に
転 換 さ れ る と 、 支 え 部 材 １ ２ が 充 填 部 材 １ ５ に 引 っ 掛 か る よ う な 形 に 、 す な わ ち 、 電 子 ラ
ジ ア ル ア レ イ １ １ の 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の あ る ２ つ の 断 面 積 及 び ／ 又 は 断 面 形 状 が 互
い に 異 な る よ う な 形 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 空 洞 は 、 そ の 空 洞 内 の 液 体 状 態 の 充 填 部 材 １ ５ が 固 体 状 態 に 転 換 さ れ る と 、 充 填 部
材 １ ５ が 係 止 部 材 １ ４ に 引 っ 掛 か る よ う な 形 に 、 す な わ ち 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ の 挿
入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の あ る ２ つ の 断 面 積 及 び ／ 又 は 断 面 形 状 が 互 い に 異 な る よ う な 形 に
形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 係 止 部 材 １ ４ に 設 け ら れ る 空 洞 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ２ に 示 す 係 止 部 材 １ ４ の 空 洞 ２ ０ は 、 略 キ ノ コ 状 、 す な わ ち 、 内 部 側 面 に オ ー バ ー ハ
ン グ が １ つ 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 空 洞 ２ ０ の 開 口 部 は 、 図 １ に 示 す 支 え 部 材 １ ２ に お い
て 最 も 太 い 部 分 の 断 面 積 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 空 洞 ２ ０ は 、 例 え ば 、 係 止 部 材 １ ４ を 射 出 成 形 や 中 空 形 成 な ど に よ り 形 成 す る 際
に 一 緒 に 形 成 し て も よ い し 、 係 止 部 材 １ ４ を 形 成 し た 後 に 旋 盤 加 工 な ど に よ り 形 成 し て も
よ い 。 ま た 、 空 洞 ２ ０ の 内 側 側 面 に 形 成 さ れ る オ ー バ ー ハ ン グ は 、 内 側 側 面 全 周 の う ち 全
周 ま た は 一 部 に 形 成 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。 ま た 、 空 洞 ２ ０ の 内 側 側 面 に 形 成 さ れ る オ
ー バ ー ハ ン グ は 、 ２ つ 以 上 形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 空 洞 ２ ０ の 内 側 側 面 に ２ つ 以 上 の オ
ー バ ー ハ ン グ が 形 成 さ れ る 場 合 は 、 そ れ ら の オ ー バ ー ハ ン グ は 連 続 に 形 成 さ れ て も 、 断 続
に 形 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 次 に 、 図 １ に 示 す 先 端 部 １ ０ の 組 付 方 法 の 一 例 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 す 先 端 部 １ ０ の 組 付 方 法 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 １ ま た は 図
２ に 示 す 構 成 と 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま ず 、 係 止 部 材 １ ４ の 空 洞 ２ ０ に 充 填 部 材 １ ５ と し て 接 着 物 質 （ 例 え ば 、 有 機 溶 剤 系 接
着 剤 、 弾 性 接 着 剤 、 エ ポ キ シ 樹 脂 系 接 着 剤 な ど ） を 充 填 す る と 共 に 、 支 え 部 材 １ ２ の 周 囲
（ 例 え ば 、 支 え 部 材 １ ２ の 表 面 な ど ） に 接 着 物 質 を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 係 止 部 材 １ ４ の 空 洞 ２ ０ 内 に 充 填 さ れ た 接 着 物 質 内 に 支 え 部 材 １ ２ を 挿 入 し 、 電
子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 係 止 部 材 １ ４ と を 組 み 付 け る 。
　 そ し て 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 係 止 部 材 １ ４ と の 間 か ら は み 出 た 接 着 物 質 を 取 り 除
き 、 接 着 物 質 を 硬 化 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 係 止 部 材 １ ４ と を 組 み 付 け た 後 、 係 止 部 材 １ ４ に 設 け
た 注 入 孔 か ら 空 洞 ２ ０ に 充 填 部 材 １ ５ を 充 填 し 、 充 填 部 材 １ ５ の 充 填 終 了 後 に そ の 注 入 孔
を 接 着 剤 や 樹 脂 な ど で 塞 ぐ よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 組 み 付 け ら れ た 先 端 部 １ ０ は 、 充 填 部 材 １ ５ に よ り 支 え 部 材 １ ２ と 係 止 部
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材 １ ４ と が 接 着 さ れ 、 さ ら に 、 支 え 部 材 １ ２ が 硬 化 し た 充 填 部 材 １ ５ （ す な わ ち 、 固 体 状
態 の 充 填 部 材 １ ５ ） に 引 っ 掛 か る よ う に し て 機 械 的 に 結 合 さ れ る と 共 に 、 硬 化 し た 充 填 部
材 １ ５ が 係 止 部 材 １ ４ に 引 っ 掛 か る よ う に し て 機 械 的 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ に よ り 、 予 期 せ ぬ 外 力 や 予 期 で き な い ア タ ッ ク 性 の 薬 剤 の 使 用 等 に よ り 電 子 ラ ジ ア
ル ア レ イ １ １ と 係 止 部 材 １ ４ と の 間 に ダ メ ー ジ を 受 け て 支 え 部 材 １ ２ ま た は 係 止 部 材 １ ４
と 硬 化 し た 充 填 部 材 １ ５ と の 間 の 接 合 部 の 強 度 が 低 下 し て も 、 支 え 部 材 １ ２ と 硬 化 し た 充
填 部 材 １ ５ と が 機 械 的 に 結 合 さ れ 、 か つ 、 硬 化 し た 充 填 部 材 １ ５ と 係 止 部 材 １ ４ と が 機 械
的 に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ の た め 、 支 え 部 材 １ ２ ま た は 係 止 部 材 １ ４ と 硬 化 し た 充 填 部 材 １ ５ と の 間 の 接 合 部 の
強 度 が 低 下 し て も 、 係 止 部 材 １ ４ 、 硬 化 し た 充 填 部 材 １ ５ 、 ま た は 支 え 部 材 １ ２ の い ず れ
か が 破 壊 さ れ な い 限 り 、 支 え 部 材 １ ２ と 係 止 部 材 １ ４ と が 硬 化 し た 充 填 部 材 １ ５ を 介 し て
機 械 的 に 結 合 し 続 け る の で 、 予 期 せ ぬ 外 力 や 予 期 で き な い ア タ ッ ク 性 の 薬 剤 の 使 用 等 に よ
り 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 係 止 部 材 １ ４ と の 間 に ダ メ ー ジ を 受 け て も 、 係 止 部 材 １ ４ が
電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ か ら 脱 落 す る と い う 事 態 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 体 内 に 挿 入 さ れ た 先 端 部 １ ０ の 位 置 を 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 操 作 者 が 外 部 か ら 確 認
す る た め に 、 支 え 部 材 １ ２ を 金 属 類 、 タ ン グ ス テ ン 、 ま た は 鉛 な ど の Ｘ 線 を 透 過 し 難 い 材
質 を 使 用 し て 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 操 作 者 は 、 体 内 に 挿 入 さ れ て い る 際 の 先 端 部 １ ０ を Ｘ 線 を 用 い て 外 部 か ら
は っ き り 確 認 す る こ と が で き る よ う に な る た め 、 透 視 下 で の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の ガ イ ド を
容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 体 内 に 挿 入 さ れ た 先 端 部 １ ０ の 位 置 を 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 操 作 者 が 外 部 か ら 磁 場
検 出 装 置 （ 図 示 し な い ） に よ っ て 確 認 す る た め に 、 支 え 部 材 １ ２ を 磁 性 体 が 含 ま れ る 材 質
に よ り 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 体 内 に 挿 入 さ れ た 先 端 部 １ ０ の 位 置 を 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 操 作 者 が 外 部 か ら 確 認
す る た め に 、 支 え 部 材 １ ２ に コ イ ル を 巻 き つ け て も よ い 。
　 図 ４ は 、 支 え 部 材 １ ２ に 巻 き つ け る コ イ ル の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ イ ル ４ ０ は 、 支 え 部 材 １ ２ の 先 端 部 に 巻 き つ け ら れ て お り 、 コ イ
ル ４ ０ の 両 端 に は 、 そ れ ぞ れ コ イ ル 信 号 線 ４ １ が 接 続 さ れ て い る 。
　 例 え ば 、 こ の コ イ ル 信 号 線 ４ １ に 高 周 波 数 信 号 を 出 力 し 、 コ イ ル ４ ０ に よ り 発 生 す る 磁
場 を 検 出 す る こ と に よ り 、 そ の 検 出 し た 磁 場 に 基 づ い て 先 端 部 １ ０ の 位 置 を 特 定 す る よ う
に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 診 察 ま た は 治 療 が 行 わ れ る 箇 所 に 対 し て 外 部 か ら 所 定 の 磁 場 を 発 生 さ せ
て お き 、 コ イ ル 信 号 線 ４ １ を 介 し て コ イ ル ４ ０ か ら 得 ら れ る 出 力 に 基 づ い て 先 端 部 １ ０ の
位 置 を 特 定 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う に 、 支 え 部 材 １ ２ を Ｘ 線 が 透 過 し 難 い 材 質 や 磁 性 体 が 含 ま れ る 材 質 に よ り 形 成
し た り 、 支 え 部 材 １ ２ に コ イ ル ４ ０ を 巻 き つ け た り す る こ と に よ り 、 体 内 で の 先 端 部 １ ０
の 位 置 を 特 定 す る た め の 位 置 情 報 を 得 る こ と が で き る 。 そ し て 、 そ の 位 置 情 報 は 、 超 音 波
内 視 鏡 装 置 の 挿 入 ガ イ ド や 断 層 像 と 人 体 ア ト ラ ス と の 整 合 な ど に 使 用 さ れ る 診 断 情 報 と し
て 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ５ は 、 図 ４ に 示 す コ イ ル ４ ０ に 接 続 さ れ る コ イ ル 信 号 線 ４ １ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。

10

20

30

40

50

(9) JP 2006-81764 A 2006.3.30



な お 、 図 ４ に 示 す 構 成 と 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。
　 図 ５ に 示 す コ イ ル 信 号 線 ４ １ は 、 図 １ に 示 す 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ の 各 超 音 波 振 動 子
に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 複 数 の 信 号 線 ５ ０ と 一 緒 に 束 ね ら れ て ケ ー ブ ル ・ ア ッ セ ン ブ リ ５ １
内 に 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 な お 、 コ イ ル 信 号 線 ４ １ は 、 信 号 線 ５ ０ と 同 じ 同 軸 ケ ー ブ ル で 構 成 さ れ て も よ い し 、 信
号 線 ５ ０ と 異 な る 同 軸 ケ ー ブ ル 、 又 は リ ー ド 線 で 構 成 さ れ て も よ い 。
　 こ の よ う に 、 コ イ ル 信 号 線 ４ １ を 信 号 線 ５ ０ と 共 に ケ ー ブ ル ・ ア ッ セ ン ブ リ ５ １ に 通 し
て 構 成 す る こ と に よ り 、 先 端 部 １ ０ の 内 部 に お い て ケ ー ブ ル ・ ア ッ セ ン ブ リ ５ １ の 他 に コ
イ ル 信 号 線 ４ １ を 引 き 回 す 作 業 を 省 略 す る こ と が で き る の で 、 そ の 分 超 音 波 内 視 鏡 装 置 を
製 造 す る 際 の 手 間 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ＜ 他 の 実 施 形 態 ＞
　 本 発 明 は 、 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 し た 範 囲 に
お い て 、 種 々 の 構 成 を 採 用 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 以 下 の よ う な 構 成 変 更 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ６ は 、 係 止 部 材 １ ４ に 設 け ら れ る 空 洞 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ６ に 示 す 係 止 部 材 １ ４ の 空 洞 ６ ０ は 、 逆 テ ー パ ー 状 、 す な わ ち 、 空 洞 ６ ０ の 開 口 部 側
か ら 底 部 側 に い く に 従 っ て 徐 々 に 断 面 積 （ 挿 入 軸 に 対 し て 垂 直 方 向 の 断 面 積 ） が 大 き く な
る よ う な 形 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 空 洞 ６ ０ の 開 口 部 は 、 図 ２ に 示 す 空 洞 ２ ０ と 同 様 に
、 図 １ に 示 す 支 え 部 材 １ ２ に お い て 最 も 太 い 部 分 の 断 面 積 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る も
の と す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ７ は 、 係 止 部 材 １ ４ に 設 け ら れ る 空 洞 の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 ７ は
、 係 止 部 材 １ ４ の 外 観 を 破 線 で 示 し 、 空 洞 の 形 状 を 実 線 で 示 し て い る 。
　 図 ７ に 示 す 係 止 部 材 １ ４ の 空 洞 ７ ０ は 、 断 面 積 が 同 一 の ２ つ の 円 柱 形 の 空 洞 が そ れ ぞ れ
の 中 心 軸 が 互 い に 少 し ず れ る よ う に し て 重 な っ て い る よ う な 形 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、
空 洞 ７ ０ の 開 口 部 は 、 図 ２ に 示 す 空 洞 ２ ０ と 同 様 に 、 図 １ に 示 す 支 え 部 材 １ ２ に お い て 最
も 太 い 部 分 の 断 面 積 よ り も 大 き く 形 成 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ８ は 、 係 止 部 材 １ ４ に 設 け ら れ る 空 洞 の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 図 ８ は
、 係 止 部 材 １ ４ の 外 観 を 破 線 で 示 し 、 空 洞 の 形 状 を 実 線 で 示 し て い る 。
　 図 ８ に 示 す 係 止 部 材 １ ４ の 空 洞 ８ ０ は 、 ２ つ の 直 方 体 の 空 洞 が 互 い に 少 し ず れ る よ う に
し て 重 な っ て い る よ う な 形 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 空 洞 ８ ０ の 開 口 部 は 、 図 ２ に 示 す 空
洞 ２ ０ と 同 様 に 、 図 １ に 示 す 支 え 部 材 １ ２ に お い て 最 も 太 い 部 分 の 断 面 積 よ り も 大 き く 形
成 さ れ て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に 、 係 止 部 材 １ ４ に 形 成 さ れ る 空 洞 の 形 状 と し て 様 々 な 形 状 が 考 え ら れ る 。
　 図 ９ は 、 図 １ に 示 す 支 え 部 材 １ ２ の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 ９ に 示 す 支 え 部 材 ９ ０ は 、 断 面 積 が 互 い に 異 な る ２ つ の 円 柱 形 が 重 な っ て い る よ う な
形 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 １ ０ は 、 支 え 部 材 １ ２ の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ ０ に 示 す 支 え 部 材 １ ０ ０ は 、 逆 テ ー パ ー 状 に 形 成 さ れ 、 先 端 部 に い く に 従 っ て 断 面
積 が 徐 々 に 大 き く な る よ う な 形 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 １ １ は 、 支 え 部 材 １ ２ の さ ら に 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
　 図 １ １ に 示 す 支 え 部 材 １ １ ０ は 、 ２ つ の 直 方 体 が 重 な っ て い る よ う な 形 に 、 す な わ ち 、
略 Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
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　 こ の よ う に 、 支 え 部 材 １ ２ の 形 状 と し て も 様 々 な 形 状 が 考 え ら れ る 。
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 先 端 部 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 な
お 、 図 １ ２ に 示 す 先 端 部 は 、 図 １ ６ に 示 す 超 音 波 内 視 鏡 装 置 １ ６ ０ の 先 端 部 １ ６ ４ に 相 当
す る 部 分 と す る 。 ま た 、 図 １ に 示 す 構 成 と 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 １ ２ に 示 す 先 端 部 １ ２ ０ の 特 徴 と す る 点 は 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ の 先 端 部 に 設 け
ら れ 、 側 面 に ネ ジ が 切 ら れ て い る 支 え 部 材 １ ２ １ と 、 支 え 部 材 １ ２ １ に 対 応 す る ネ ジ が 内
部 側 面 に 切 ら れ て い る 空 洞 と 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ る と 共
に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン の 端 部 と 係 止 す る 係 止 溝 １ ２ ２ と が 設 け ら れ る 係 止 部
材 １ ２ ３ と を 備 え 、 支 え 部 材 １ ２ １ と 空 洞 と に よ り 支 え 部 材 １ ２ １ と 係 止 部 材 １ ２ ３ と が
ネ ジ 締 結 さ れ て 構 成 さ れ て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ の よ う に 、 ネ ジ 締 結 す る こ と に よ り 、 支 え 部 材 １ ２ １ と 係 止 部 材 １ ２ ３ と を 直 接 に 機
械 的 に も 結 合 す る こ と が で き る の で 、 超 音 波 内 視 鏡 装 置 を 製 造 す る 際 の 位 置 合 わ せ の 手 間
な ど を 少 な く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 先 端 部 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 な
お 、 図 １ ３ に 示 す 先 端 部 は 、 図 １ ６ に 示 す 超 音 波 内 視 鏡 装 置 １ ６ ０ の 先 端 部 １ ６ ４ に 相 当
す る 部 分 と す る 。 ま た 、 図 １ ま た は 図 １ ２ に 示 す 構 成 と 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を 付 し て い
る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ３ に 示 す 先 端 部 １ ３ ０ の 特 徴 と す る 点 は 、 図 １ ２ に 示 す 支 え 部 材 １ ２ １ と 、 支 え 部
材 １ ２ １ よ り も 大 き い 容 積 で 、 且 つ 、 内 部 側 面 に ネ ジ が 切 ら れ て い る 空 洞 と 、 電 子 ラ ジ ア
ル ア レ イ １ １ を 覆 う よ う に 取 り 付 け ら れ る と 共 に 超 音 波 媒 体 が 充 填 さ れ る バ ル ー ン の 端 部
と 係 止 す る 係 止 溝 １ ３ １ と が 設 け ら れ る 係 止 部 材 １ ３ ２ と 、 充 填 部 材 １ ５ と を 備 え て 構 成
さ れ て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ の よ う に 構 成 し て も 、 支 え 部 材 １ ２ １ と 係 止 部 材 １ ３ ２ と が 機 械 的 に 結 合 さ れ る の で
、 係 止 部 材 １ ３ ２ が 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ か ら 脱 落 す る と い う 事 態 を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 先 端 部 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 な
お 、 図 １ ３ に 示 す 先 端 部 は 、 図 １ ６ に 示 す 超 音 波 内 視 鏡 装 置 １ ６ ０ の 先 端 部 １ ６ ４ に 相 当
す る 部 分 と す る 。 ま た 、 図 １ 、 図 ２ 、 ま た は 図 １ ２ に 示 す 構 成 と 同 じ 構 成 に は 同 じ 符 号 を
付 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ４ に 示 す 先 端 部 １ ４ ０ の 特 徴 と す る 点 は 、 図 １ ２ に 示 す 支 え 部 材 １ ２ １ と 、 図 ２ に
示 す 空 洞 ２ ０ が 設 け ら れ る 係 止 部 材 １ ４ と を 備 え 、 充 填 部 材 １ ５ に よ り 支 え 部 材 １ ２ １ と
係 止 部 材 １ ４ と が 結 合 さ れ て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ の よ う に 構 成 し て も 、 支 え 部 材 １ ２ １ と 係 止 部 材 １ ４ と が 機 械 的 に 結 合 さ れ る の で 、
係 止 部 材 １ ４ が 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ か ら 脱 落 す る と い う 事 態 を 防 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 支 え 部 材 １ ２ と の 接 続 方 法 は 、 上 述 し た よ う に 、 接 着
、 リ ベ ッ テ ィ ン グ 、 ロ ウ 付 け 、 か し め な ど が 考 え ら れ る が 、 例 え ば 、 以 下 の よ う な 接 続 方
法 も 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 １ ５ は 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 支 え 部 材 １ ２ と の 接 続 方 法 の 一 例 を 示 す 図 で あ る
。 な お 、 図 １ ５ は 、 図 ２ に 示 す 空 洞 ２ ０ が 設 け ら れ る 係 止 部 材 １ ４ と 図 １ ０ に 示 す 支 え 部
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材 １ ０ ０ と が 結 合 さ れ た 様 子 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 １ ５ に 示 す 支 え 部 材 １ ０ ０ に は 、 支 え 部 材 １ ０ ０ の 中 心 軸 に 沿 っ て 孔 １ ５ ０ が 設 け ら
れ て い る 。
　 ま ず 、 予 め 、 図 ５ に 示 す ケ ー ブ ル ・ ア ッ セ ン ブ リ ５ １ 内 な ど に 紐 状 部 材 １ ５ １ （ 例 え ば
、 ア ラ ミ ド 繊 維 や カ ー ボ ン フ ァ イ バ ー な ど の 高 強 度 の 繊 維 ） を 通 し て お く 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 次 に 、 ケ ー ブ ル ・ ア ッ セ ン ブ リ ５ １ か ら 係 止 部 材 １ ４ 側 に 出 る 紐 状 部 材 １ ５ １ を 孔 １ ５
０ に 通 す 。
　 次 に 、 孔 １ ５ ０ を 通 っ て 支 え 部 材 １ ０ ０ の 先 端 側 に 出 て き た 紐 状 部 材 １ ５ １ の 端 に コ ブ
１ ５ ２ を 設 け る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 そ の コ ブ １ ５ ２ が 支 え 部 材 １ ０ ０ を 固 定 す る の で 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １
１ と 支 え 部 材 １ ０ ０ と を 接 続 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 略 Ｌ 字 状 の 支 え 部 材 １ ２ に コ イ ル ４ ０ を 巻 き つ け る 構 成 で あ
る が 、 図 １ １ に 示 す よ う な 略 Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ た 支 え 部 材 １ １ ０ に コ イ ル ４ ０ を 巻 き つ け
て も よ く 、 コ イ ル ４ ０ が 巻 き つ け ら れ る 支 え 部 材 の 形 状 は 特 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 充 填 部 材 １ ５ を 介 し て 支 え 部 材 １ ２ と 係 止 部 材 １ ４ と が 結 合
さ れ る こ と に よ り 係 止 部 材 １ ４ が 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ に 取 り 付 け ら れ る 構 成 で あ る が
、 直 接 、 充 填 部 材 １ ５ に よ り 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 係 止 部 材 １ ４ と を 結 合 し て も よ い
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 例 え ば 、 ま ず 、 係 止 部 材 １ ４ に 図 ２ に 示 す 空 洞 ２ ０ を 設 け て お く と 共 に 、 充 填 部 材 １ ５
を 使 用 し て 図 １ に 示 す 支 え 部 材 １ ２ を 作 成 し 、 そ の 支 え 部 材 １ ２ を 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １
１ の 先 端 部 に 設 け て お く 。 な お 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ 及 び 支 え 部 材 １ ２ は 、 例 え ば 、
上 述 し た よ う に 、 紐 状 部 材 １ ５ １ に よ り 接 続 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 支 え 部 材 １ ２ を 作 成 す る と き に 使 用 し た 充 填 部 材 １ ５ を 空 洞 ２ ０ に 充 填 す る と 共
に 、 充 填 部 材 １ ５ で 作 成 さ れ た 支 え 部 材 １ ２ の 周 囲 に 充 填 部 材 １ ５ を 塗 布 す る 。
　 次 に 、 空 洞 ２ ０ に 支 え 部 材 １ ２ を 挿 入 し 、 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ と 係 止 部 材 １ ４ と を
組 み 付 け る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 そ し て 、 空 洞 ２ ０ に 充 填 し た 充 填 部 材 １ ５ な ど が 硬 化 す る と 、 支 え 部 材 １ ２ と 係 止 部 材
１ ４ と が 引 っ 掛 か る よ う に し て 機 械 的 に 結 合 さ れ る 。
　 こ れ に よ り 、 予 期 せ ぬ 外 力 や 予 期 で き な い ア タ ッ ク 性 の 薬 剤 の 使 用 等 に よ り 電 子 ラ ジ ア
ル ア レ イ １ １ と 係 止 部 材 １ ４ と の 間 に ダ メ ー ジ を 受 け て 支 え 部 材 １ ２ と 係 止 部 材 １ ４ と の
間 の 接 合 部 の 強 度 が 低 下 し て も 、 支 え 部 材 １ ２ と 係 止 部 材 １ ４ と が 機 械 的 に 結 合 さ れ て い
る の で 、 係 止 部 材 １ ４ が 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ １ １ か ら 脱 落 す る と い う 事 態 を 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 先 端 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 係 止 部 材 に 設 け ら れ る 空 洞 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 先 端 部 の 組 付 方 法 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 支 え 部 材 に 巻 き つ け る コ イ ル の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 コ イ ル に 接 続 さ れ る コ イ ル 信 号 線 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 係 止 部 材 に 設 け ら れ る 空 洞 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 係 止 部 材 に 設 け ら れ る 空 洞 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 係 止 部 材 に 設 け ら れ る 空 洞 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 支 え 部 材 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 支 え 部 材 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 支 え 部 材 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 先 端 部 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 先 端 部 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の 先 端 部 の 他 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 ２ に 示 す 空 洞 が 設 け ら れ る 係 止 部 材 と 図 １ ０ に 示 す 支 え 部 材 と が 結 合 さ れ た
様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 既 存 の 超 音 波 内 視 鏡 装 置 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 破 線 枠 Ａ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 係 止 部 材 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 バ ル ー ン の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 バ ル ー ン を 超 音 波 部 に 取 り 付 け た と き の 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 １ ０ 　 　 　 先 端 部
　 １ １ 　 　 　 電 子 ラ ジ ア ル ア レ イ
　 １ ２ 　 　 　 支 え 部 材
　 １ ３ 　 　 　 係 止 溝
　 １ ４ 　 　 　 係 止 部 材
　 １ ５ 　 　 　 充 填 部 材
　 ２ ０ 　 　 　 空 洞
　 ４ ０ 　 　 　 コ イ ル
　 ４ １ 　 　 　 コ イ ル 信 号 線
　 ５ ０ 　 　 　 信 号 線
　 ５ １ 　 　 　 ケ ー ブ ル ・ ア ッ セ ン ブ リ
　 ６ ０ 　 　 　 空 洞
　 ７ ０ 　 　 　 空 洞
　 ８ ０ 　 　 　 空 洞
　 ９ ０ 　 　 　 支 え 部 材
　 １ ０ ０ 　 　 支 え 部 材
　 １ １ ０ 　 　 支 え 部 材
　 １ ２ ０ 　 　 先 端 部
　 １ ２ １ 　 　 支 え 部 材
　 １ ２ ２ 　 　 係 止 溝
　 １ ２ ３ 　 　 係 止 部 材
　 １ ３ ０ 　 　 先 端 部
　 １ ３ １ 　 　 係 止 溝
　 １ ３ ２ 　 　 係 止 部 材
　 １ ４ ０ 　 　 先 端 部
　 １ ５ ０ 　 　 孔
　 １ ５ １ 　 　 紐 状 部 材
　 １ ５ ２ 　 　 コ ブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波内窥镜装置，即使使用了意外的外力或具
有意外的攻击特性的药物，也能够防止锁定部件从电子放射状阵列脱落
的情况。 。 电子放射状阵列（11），设置在电子放射状阵列（11）中的
支撑构件（12），支撑构件（12）插入其中的腔以及附接以覆盖电子放
射状阵列（11）并填充有超声波介质的电子放射状阵列（11）。 提供了
一种锁定构件（14），其具有用于锁定球囊的端部的锁定槽（13）和由
从液态变为固态并填充腔的由粘性物质制成的填充构件（15）。 支撑构
件12被插入腔体中的液态填充构件15中以支撑支撑构件12，从而当填充
构件15转变成固态时被支撑构件12卡住。 形成构件12，并且形成空腔，
使得当空腔中的液态填充构件15转变成固态时，填充构件被锁定构件卡
住。 [选型图]图1
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